
大川市内文化財一覧

　　 風浪神社本殿 酒見 　　 白鷺の樟 酒見 　　 高橋家住宅 榎津 　　　風浪宮例大祭流鏑馬 酒見

向島 下木佐木 小保 小保

下牟田口

　　  旧清力酒造株式会社 鐘ヶ江 　　 旧吉原家住宅土蔵 小保

　　 風浪神社五重塔 酒見

　　 木造聖観音坐像 坂井 　　　永正４年銘・梵字板碑 下林

榎津 　　 九州建具木工所倉庫 小保

小保

　　 カササギ生息地 市内全域 　　　永正５年銘・梵字板碑 下林

　　 吉原家文書 小保

　　 旧緒方家住宅 小保

　　 石造狛犬 酒見

　　 旧三潴銀行本店 向島 小保 小保

　　 御境石 小保

　　 旧吉原家住宅 小保

　　 日吉神社の船御輿 榎津 鐘ケ江

　　 浄福寺本堂、離れ座
　　 敷、山門

　　 旧吉原家住宅土蔵
　　 （道具蔵）

　　 旧筑後川橋梁
　　 （筑後川昇開橋）

　　 三嶋神社・石造春日
　　 鳥居

　　 久留米藩御用絵師
　　 画稿類等

　　 木造阿弥陀如来坐像
　　 及び木造天部形立像

　　 旧吉原家住宅通用門
　　 及び煉瓦塀

　　 江頭家住宅主屋、門
　　 及び塀

　浄福寺本堂は、棟札や鬼瓦から天保5
年(1834)に再建されたことが分かってお
り、平成16年に屋根瓦の葺き替えなど
外部が大きく改修されましたが、向拝の
彫刻や本堂内部は当時の姿を良く残し
ています。本堂背面の離れ座敷は、大
正5年(1916)に客僧をもてなす部屋とし
て建設されたと伝えられます。正面の山
門は、簡素ながら重厚で、柳川城焼失
後に辻御門を移築したと伝わりますが、
古図の形式と異なるため、一部に古材
が使われたのではないかと考えられて
います。

　九州建具木工所は、元治元年(1864)
に「江口建具」として創業しました。江口
家は明治期から昭和後期まで主に既製
建具の問屋と製作に携わり、昭和20年
に現名称となりました。現在は注文建具
の製作を行っています。国登録文化財
の倉庫は、下請業者から納入された既
製建具を保管する倉庫として昭和31年
に建てられたもので、モダンな外見や内
部の大空間が、戦後の木工業の姿を物
語っています。

　漆や金箔販売業等を営んでいた森田
嘉左ヱ門商店の店舗・工房兼住宅で、
同商店は文政11年(1828)に当地で創
業したと伝わり、現在でも漆製品の製造
販売などを手掛けています。主屋は明
治38年(1905)頃の建築で、昭和2年に
建てられた仏間棟とともに、仕上げに漆
を多用した質の高い意匠を備えていま
す。表門・北塀、裏門・南塀も昭和2年
頃の建築で、主屋や仏間棟とともに小
保・榎津の歴史的な町並みを形成する
建物として評価されています。

　　 吉原家住宅主屋及び
　　 角座敷、煉瓦塀

　　 森田家住宅主屋、仏
　　 間棟、表門及び北
　　 塀、裏門及び煉瓦塀

　三嶋神社は建仁元年(1201)に創建さ
れ、のちに蒲池鑑盛によって再興され
た神社です。一の鳥居は一般的な明神
鳥居ですが、二の鳥居は奈良の春日
神社の形式を典型とする春日鳥居で
す。最上部にある笠木とその下の島木
が反らず一直線で、両端が垂直に切ら
れているのが特徴で、「三嶋宮」と刻ま
れた額束を備え、柱は内側に傾斜して
います。筑後地方ではほとんど見られ
ない形式です。

　緒方家は柳河藩の普請役（建築や土
木工事の際、武士などに課された夫
役）を務め、医業に従事した家系です。
本瓦葺入母屋造の玄関には式台が設
けられ、格式の高さがうかがえます。町
家が並ぶ小保の歴史的町並みの中
で、武家住宅は珍しく、旧吉原家住宅と
ともに町並みの核をなす重要な建造物
です。令和6年度からの保存修理工事
において墨書が見つかり、天保11年
(1840)の建築であることが判明しまし
た。

　明治42年(1909)に三潴銀行社屋とし
て建築された建物で、二階建ての洋館
はレンガ造りでモルタルを塗り、入口や
窓枠のデザインが目を引きます。建築
後100年が経過する平成21年(2009)に
広く市民に開かれた文化遺産として保
存活用を図るため、文化財の保存修理
工事が実施されました。

　旧吉原家住宅の南西側、道路に面し
た場所には通用門と煉瓦塀が建ってい
ます。鉱滓煉瓦を高さ1.7mほどに積み
上げた煉瓦塀は全長約31mあり、大正
期の築造と考えられています。頂部に
は桟瓦が葺かれ、中央に御成門、南寄
りに通用門が配置されています。通用
門は日常的な出入りに用いられた門
で、細部は御成門とよく似た腕木付きの
棟門であり、江戸時代末期の建築と推
定されています。

　小保町と榎津町は、対岸の肥前寺井
(現在の佐賀市諸富町)への渡船場・河
川港として肥後街道沿いに成立しまし
た。江戸時代には、小保が柳河藩、榎
津が久留米藩に属し、御境江湖と29本
の御境石を境界として、特異な藩境の
まちが形成されました。小保には宿駅が
置かれ、人足と馬が常備されていまし
た。公用旅行者や荷物を運ぶ伝馬は10
頭おり、御境石に貫を通して馬を繋い
でいたと伝えられています。御境石は両
藩の境石と馬継所を兼ねた全国的にも
珍しい施設で、藩境のまち全体にとって
重要な存在です。

　旧吉原家住宅の北側に位置する土蔵
で、もとは吉原家の道具蔵として用いら
れていましたが、戦後に改築され、近年
まで共同住宅として利用されていまし
た。吉原家文書に残る屋敷図から、主
屋とほぼ同時期に建築された建物であ
ると推定されており、主屋と一体をなす
構成要素として貴重な蔵です。

　久留米藩の御用絵師であった三谷家
の絵師たちが狩野派を学ぶ過程で描
いたもので、三谷家最後の代表絵師で
あった三谷有信が収集したものです。
江戸狩野派の画家を中心とする狩野探
幽などの作品を模写したものや、三谷
家の先輩絵師の作品の模写など、江戸
初期から明治に至る御用絵師たちの画
稿類です。江戸城本丸の襖や杉戸、衝
立の実物大の模写などがあり、極めて
貴重な資料です。

　中世以来、筑後地
方を中心に人々の
厚い信仰を受けてい
る風浪宮の二月の大
祭の中で催される
流鏑馬は、五穀豊穣、
武運長久、無病息災
を祈って行われてき
た伝統行事です。

　下牟田口の栄勝寺にある仏像で、江
戸時代前期、代々京都で活動していた
仏師によって京都
で制作されたと考
えられています。
伝統的な技法に
裏付けられた、全
体として優美で繊
細な表現が特徴
の仏像です。

　花宗川に近い向町に建つ江頭家住
宅は、かつて醤油屋を営んでいた岡八
左衛門から明治45年(1912)に江頭家が
取得した建物で、現在は地域特産の家
具製造業を営んでいます。建築年代を
示す資料はありませんが、和釘の使用
などから、江戸時代末期の建築と推定
されます。大戸や蔀戸が良く残り、座敷
飾りには華やかな意匠が見られます。
主屋北側の塀と門は耐火性を重視した
構えで、主屋と同時期と推定されていま
す。

　小保の旧街道沿いに建つ吉原家住
宅は、旧柳河藩の別当職を務めた吉原
家の分家で、当初は造酒屋を営んでい
ました。天保9年(1838)には江戸幕府の
巡見使の脇本陣として使用され、式台
玄関や書院座敷を備えた格式ある大型
町家です。角座敷は天保9年の建築
で、主屋はそれ以前の江戸後期の建築
と考えられています。主屋の南東から通
り沿いに延びる煉瓦塀は、延長6m、高
さ2mで、昭和前期の建築と伝えられて
います。

　もとは吉原家の土蔵で、棟札から、明
治21年(1888)に吉原家24代当主の吉
原正左衛門が現在の東蔵を建築し、明
治35年(1902)に25代当主の吉原正三
が現在の北蔵を建築したことが分かっ
ています。いずれも小保町棟梁の黒田
多吉によるものです。

　近世から近代にかけて書かれた吉原
家の文書で、特に近世後期の柳河藩
における諸事情をうかがい知ることがで
きる貴重な資料です。総点数は1,934点
あり、現在は柳川古文書館に寄託され
ています。

　高さ3.23mの石塔で、上層になるほど
小さくなる構造です。屋根には大棟、軒
裏には垂木が彫られています。鬼面や
昇天する龍、如来や
菩薩の浮き彫りなどが
各所に刻まれており、
これらの彫りの技術は
素晴らしく、神仏習合
の証とされています。
正平10年(1355)の銘
から、「正平塔」とも呼
ばれています。

　風浪神社本殿で発見されたこの狛犬
は、幅19.3㎝、高さ14.8㎝、奥行き9㎝
の小ぶりな像で、一つの玉を二体が共
に抱える珍しい
姿をしています。
桃山時代の作と
考えられていま
す。

　長さ9.3m、中央幅2m、高さ3mの船御
輿で、杉材が用いられ、船体には漆が
塗られています。釘を使わない組立式
で、曳くことができるよう底部に四輪の
木車がつけられています。安永3年
(1774)に榎津の船大工たちが日吉神社
に奉納したもので、当時の高い技術を
今に伝えています。

　神功皇后が新羅親征の帰途、白鷺の
導きで榎津に着いたことを起源とする神
社です。現在の本殿は永禄3年(1560)
に柳川城主の蒲池鑑盛が再建したもの
で、慶長5年(1600)の戦乱で本殿のみ
が残りました。刀剣を思わせる美しい屋
根の曲線と拝殿の屋根との調和が見事
で、全体として落ち着いた美しい外観
です。筑後地区を代表する神社のひと
つで、「おふろうさん」の名で親しまれて
います。

　柳河藩別当職を代々務め、のちに大
庄屋となった吉原家の居宅で、大規模
で細部の意匠に優れ、建築年代も確実
なものとして九州でも特に重要な建造
物です。式台玄関の蟇股の墨書から、
文政8年(1825)に当主吉原三郎左衛門
により創建されたことが分かっていま
す。藩の公用に利用され、天保9年
(1838)の幕府巡見使の宿泊にあわせて
御成門の新造や納戸周りの改造が行
われています。当住宅は、平成3～4年
にかけて保存修理工事を行い、古図を
元に復原したものです。

　坂井にある慈恩寺の本尊で、鎌倉時
代の逸品です。筑後地方で勢力を誇っ
た大友宗麟や柳河藩主の田中吉政も
信仰したといわれています。慶長5年
(1600)の八院の合戦では、肥前勢がこ
の聖観音を奪って持ち去ろうとしました
が、突風で船が転覆しそうになり、仏罰
を恐れて返したという伝説があります。
古くから「大坂井の
お観音さん」「女人
安産・子育ての仏
様」として地域の
人々に親しまれて
います。

　国鉄佐賀線の鉄道橋として昭和10年
(1935)に完成した現存する最古の昇開
式可動橋です。全長は507.2mあり、中
央の可動桁が23m上昇する構造になっ
ています。当時は船舶輸送が盛んで、
近くに港もあったため、大型船の往来を
妨げないよう通常の橋ではなく可動橋
が採用されました。昭和62年(1987)の
佐賀線廃止後には解体も検討されまし
たが、平成8年(1996)に遊歩道として再
利用されることとなりました。

　カササギはカラスよりやや小さく、金属
光沢のある緑黒色の尾羽が特徴の鳥
です。福岡県及び佐賀県周辺に生息
し、その生息域が日本では非常に限ら
れていることから、天然記念物に指定さ
れています。豊臣秀吉の朝鮮出兵の際
に「カチカチ(勝ち勝ち)」と鳴くことから、
縁起が良い鳥として持ち帰られたのが
野生化したといわれています。

　風浪宮にある樹齢約2千年の樟で、神
功皇后を守護したとされる白鷺がとまっ
たのが、この樟であったといわれていま
す。幹周りが8m余りあり、四方に張った
枝の長さは20～30mあります。幹は大人
が2、3人入ることができるほどの空洞に
なっており、神霊が宿るご神木として信
仰されています。

　清力酒造株式会社の事務所として明
治41年(1908)に建築されたもので、木
造二階建ての洋風建築と和風平屋の
倉庫部分から構成されています。内部
は洋風と和風が調和する特徴的な造り
となっています。二階の旧広間には、当
時使用されていた西洋家具が展示さ
れ、往時の雰囲気が再現されていま
す。現在は大川市立清力美術館とし
て、筑後ゆかりの画家の作品の展示や
年数回の企画展が開催されています。

　下林天満宮の南
にある板碑には、
十二文字八行に
わたって銘文が刻
まれ、最後に「永正
五歳」の文字が見
られます。現在は摩
耗が進み、ほとんど
判読できなくなって
います。

　18世紀半ばに建築された住宅です。
主屋は本瓦葺入母屋造で、別棟の作
業場の小屋組は貫が多用されていま
す。座敷と次の間にある欄間や下三段
の取り外しができる箱階段など居住空
間にもいろいろな工夫と当時をしのば
せる材料が使用されています。高橋家
は代々酢の製造業を営んでおり、現在
でも多くの観光客が訪れています。

　下林の東北隅の
道路脇にある板碑
で、上部に梵字、
下部に永正4年
(1507)の紀年銘が
刻まれています。
紀年銘が刻まれた
板碑としては市内
最古のものです。
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